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大
河
ド
ラ
マ
と
教
材
の
作
成

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
放
送
が

終
了
し
た
。
視
聴
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
私

も
視
聴
者
の
一
人
だ
っ
た
が
、
強
く
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
時
代
考
証
担
当
の
坂
井
孝
一
教
授
（
創
価

大
学
）
の
存
在
が
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
を
描
く
ド
ラ
マ

は
従
来
『
吾
妻
鑑
』
を
基
に
書
か
れ
た
小
説
な
ど
を
原

作
に
し
て
き
た
が
、
『
吾
妻
鑑
』
は
鎌
倉
時
代
末
期
に

書
か
れ
た
い
わ
ば
二
次
史
料
で
あ
り
脚
色
さ
れ
た
歴
史

書
で
あ
る
。
坂
井
氏
は
当
時
の
貴
族
の
日
記
な
ど
一
次

史
料
を
数
多
く
丹
念
に
調
べ
、
新
し
い
学
説
を
唱
え

て
き
た
歴
史
学
者
だ
。
し
た
が
っ
て
、
「
鎌
倉
殿･

･
･

」

が
こ
れ
ま
で
の
源
平
合
戦
や
鎌
倉
幕
府
の
諸
事
件
と
は

異
な
っ
た
内
容
と
な
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
た
。
案
の
定
、

源
義
経
の
「
鵯
越
の
逆
落
と
し
」
や
主
役
の
北
条
義
時

の
死
因
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
展
開
と
な
り
民
放
の
歴

史
番
組
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
近
は
一
次
史
料
を
重
視
し
時
間
を

か
け
多
く
の
史
料
を
読
み
解
き
、
よ
り
真
相
に
近
づ
く

新
説
が
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
そ
れ
が
一
般
に
も
大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
日
本
人
の
教
養
の
質
的
向
上
が
図
ら
れ
て

き
た
証
で
あ
ろ
う
。

　

教
科
書
を
作
成
す
る
出
版
社
も
大
変
で
あ
る
。
こ
う

し
た
新
説
に
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
新
説
が
定
説
に

な
る
こ
と
で
教
材
と
し
て
掲
載
す
る
。
従
来
の
学
説
に

し
が
み
つ
い
た
内
容
や
教
師
主
導
の
授
業
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
よ
う
な
内
容
で
は
学
校
現
場
か
ら
そ
っ
ぽ
を
向

か
れ
る
。
こ
れ
ま
で
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
源
頼

朝
像
が
最
近
で
は
甲
斐
善
光
寺
に
あ
る
源
頼
朝
木
像
を

掲
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
当

然
、
教
科
書
を
補
助
す
る
立
場
の
図
書
教
材
も
図
版
等

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
変
更
で
生
じ
る
事
務
手

続
き
は
予
算
も
時
間
も
か
か
る
た
め
場
合
に
よ
っ
て
は

発
行
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
教
科
書
に
は
な
い
資
料
を
掲
載
す
る
出
版
社
は
そ

の
資
料
の
学
術
的
裏
付
け
を
独
自
に
検
証
し
な
く
て
は

い
け
な
い
。
ま
さ
に
出
版
業
界
も
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
を
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
た
。

一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
会
長

細
谷
　
美
明
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近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
（
向
畑
勇
一
部
会
長
）
で
は
、
全
図
協
事
業
で
あ
る
教
師
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
教
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
大
阪
」
を
２
月
５
日
に
大
阪
市
「
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
」
で
開
催
し
た
。

全
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
企
画

「
教
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
大
阪
」
４
年
ぶ
り
に
開
催ン

シ
ー
東
京
」
で
２
０
２
０
年

以
来
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
販
売
店
よ

り
47
名
、
加
盟
出
版
社
よ
り

40
名
、
全
図
協
事
務
局
よ
り

２
名
の
計
89
名
が
出
席
し
た
。

　

会
で
は
、
平
野
竜
也
役
員
の

司
会
の
も
と
、
依
田
会
長
よ
り

年
頭
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
新
任
の
出
版
社

代
表
者
で
あ
る
学
宝
社
・
渡

辺
充
穂
社
長
、
正
進
社
・
金

井
肇
社
長
、
図
書
文
化
社
・

則
岡
秀
卓
社
長
か
ら
の
新
年

の
祝
賀
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
新

学
社
・
山
本
伸
夫
社
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
会
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
か
ら
の
代

表
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
最
後
は
正
進
社
・
金
井
社
長
の

中
締
め
で
閉
会
し
た
。

１
月
10
日

全
大
阪
府
中
学
協
会
新
年
会
を
開
催

　

大
阪
府
中
学
協
会
（
藤
井
悟
会
長
）
で
は
、
新
年
会

を
大
阪
市
「
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
大
阪
」
で
開
催
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
会
員
販
売

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
実

に
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
回
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
、
日
本
教

材
学
会
の
後
援
の
も
と
、
近
畿

各
府
県
を
中
心
に
教
職
員
、
学

校
関
係
者
等
約
３
７
０
名
が
来

場
し
た
。

　

出
版
社
、
教
具
メ
ー
カ
ー
21

社
に
よ
る
教
材
展
示
ブ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
、
図
書
教
材
や
デ
ジ

タ
ル
教
材
の
展
示
の
ほ
か
、
各
社

の
担
当
者
か
ら
は
紙
と
デ
ジ
タ

ル
の
教
材
双
方
の
特
長
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長

所
を
活
か
し
た
指
導
例
の
提
案
等
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

紙
粘
土
等
の
教
具
を
使
用
し
た
実
演
等
も
行
わ
れ
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
教
職
員
の
ほ

か
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
も
多
く
来
場
し
、
賑
わ
い
を
見

せ
た
１
日
と
な
っ
た
。

１
月
６
日

全
東
京
都
中
学
協
会
新
年
会
を
開
催

　

東
京
都
中
学
協
会
（
依
田
誠
会
長
）
で
は
、
恒
例
の

新
年
会
を
東
京
都
・
新
宿
区
「
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ

教材フェスティバル in 大阪
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店
、
加
盟
出
版
社
、
全
図
協
事
務
局
よ
り
総
勢
44
名
が

出
席
し
た
。

　

当
日
は
、
藤
江
邦
亮
役
員
の
司
会
の
も
と
、
藤
井
会

長
か
ら
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
、
新
学
社
・
山
本
伸
夫
社

長
か
ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
と
続
き
、
学
宝
社
・
渡
辺
充

穂
社
長
の
乾
杯
の
発
声
で
開
会
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
開

催
で
盛
り
上
が
る
な
か
、
最
後
は
溝
田
成
役
員
の
中
締

め
で
閉
会
し
た
。

１
月
14
日

全
鹿
児
島
県
協
会
研
修
会
「
未
来
に
は
ば
た
け
」
を

開
催

　

鹿
児
島
県
協
会
（
八
代
和
彦
会
長
）
で
は
、
研
修
会

を
鹿
児
島
市
「
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
」
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
鹿
児
島
県
教
材
備
品
協
会
と
の
合
同
研
修

会
と
し
て
15
名
が
参
加
し
、
一
般
社
団
法
人
日
本
教
材

備
品
協
会
・
山
岸
大
造
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
に
よ

る
『
教
材
整
備
の
現
状
と
動
向
「
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
活
動
」
』
、

教
育
同
人
社
・
徳
重
弘
樹
取
締
役
営
業
本
部
長
に
よ

る
『
教
育
現
場
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
と
私
た

ち
』
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。

１
月
16
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
遠
山
慎
一
青
葉
出

版
編
集
副
部
長
）
で
は
、
第
５
回
部
長
会
を
「
協
会
会

議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
業

務
、
著
作
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
改
修
、
学
校
教
材
調
査
会

事
業
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
研
究
、
教

材
の
複
製
や
公
衆
送
信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の

対
応
、
教
材
著
作
権
の
啓
発
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
へ

の
対
応
等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。

１
月
19
、
20
日

全
協
会
長
向
け
の
業
界
の
諸
課
題
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催

　

全
図
協
で
は
、
協
会
長
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

　

２
日
間
で
16
名
が
参
加
し
、
協
会
長
会
議
や
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
等
で
話
題
に
あ
が
っ
て
い
る
会
員
販
売
店
が

関
わ
る
業
界
の
諸
課
題
や
各
協
会
で
取
り
組
む
際
の

留
意
点
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
の
説
明
と
、
質
疑
応

答
、
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。

１
月
26
日

日
中
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
丸
山
志
野
草
あ
か

つ
き
教
育
図
書
第
１
編
集
部
部
長
）
で
は
、
第
５
回
部

長
会
を
「
協
会
会
議
室
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
業

務
、
著
作
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
改
修
、
学
校
教
材
調
査
会

事
業
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
学
習
指

導
要
領
コ
ー
ド
の
研
究
、
教
材
の
複
製
や
公
衆
送
信
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
教
材
著
作
権
の
啓
発

等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。

１
月
27
日

全
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
井
寛
代
表
）
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
福
岡
市
「
八
仙
閣
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
各
協
会
の
役
員
、
担
当
出
版
社
、
全
図
協

事
務
局
が
出
席
し
、
各
協
会
の
動
向
や
ブ
ロ
ッ
ク
小
・

中
学
部
会
長
会
議
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
ほ
か
、
教
育
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
界

の
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
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協会ホームページには、学校用教材の著作権について協会ホームページには、学校用教材の著作権について

の解説と上記のほかにもＦＡＱを掲載しておりますのの解説と上記のほかにもＦＡＱを掲載しておりますの

で、そちらもご参照ください。で、そちらもご参照ください。

　協会ホームページ：http://www.nit.or.jp　協会ホームページ：http://www.nit.or.jp

❷

公衆送信（メールでの送信、映像での配信など）について公衆送信（メールでの送信、映像での配信など）について

Ｑ．教材をスキャニングしたものをメールで送信してもいいですか？

Ａ．原則として、権利者の利益を不当に害することととなる場合に当たるため、分量にかかわ

らず教材のスキャニング（複製）、メール送信（複製物の公衆送信）は認められません。た

だし、学校の状況・事情等に応じて、著作権者である出版社等の判断により、柔軟な対応

ができる場合もありますので、教材出版社等に事前に確認することをお勧めいたします。

Ｑ．教育委員会で授業映像を作成して配信したいが、その際に教材を映してもいいですか？

Ａ．著作権法第 35 条の適用は、「教育を担任する者及び授業を受ける者」という限定があります。

広域にわたる場合はこの範囲に当てはまりませんので、お断りさせていただくことが多い

ようです。

Ｑ．授業目的公衆送信補償金等管理協会（ＳＡＲＴＲＡＳ）へ補償金を支払っているので教材
を公衆送信してもいいですか？

Ａ．公衆送信についても教材出版社の利益を不当に害することとなるものは禁止されているた

め、学校用教材は、著作権法第 35 条第２項における「補償金」の対象には当たりません。

すなわち、「補償金」を支払っても無許諾で学校用教材を公衆送信できるものではありま

せん。

　協会ホームページに、学校用教材の著作権についての解説とＦＡＱを掲載しておりますので、そ

のなかからいくつかご紹介します。
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学校用教材は著作権法の対象となる著作物です！

　教材の無断コピーや配信（複製・公衆送信利

用）は、見本はもちろんのこと、購入した教材

でも違法です。

　テストやワーク、ドリルなどの学校用教材に

は、教材出版社や問題作成者、さらに教科書の

原文や絵図の原作者などの著作権や編集著作権

等のさまざまな権利が含まれています。また、

学校用教材は、教材出版社が教育の過程で使用

されることを目的として製作したものであり、

先生が、授業の中で使用する場合であっても無

断で複製・公衆送信することは原則として著作

権法に違反します（著作権法第 35 条第１項た

だし書の“権利者の利益を不当に害することと

なる場合”にあたります）。そのままコピーす

ることはもちろん、一部分を切り貼りや切り抜

きし、あるいはパソコンやサーバにデータとし

て取り込んで“自作”教材を作成することは許

されません。

　また、１人１台端末の整備に伴い、ＩＣＴ環

境を活用した学びの充実が期待されるところで

すが、端末の活用により、先生だけでなく、児

童・生徒も容易に教材の撮影や画像データの配

信が行えることから、学校用教材の著作権侵害

の防止にはより一層の配慮が必要となっており

ます。

　授業目的公衆送信補償金制度が始まりました

が、上記の通り原則として“権利者の利益を不

当に害することとなる場合”に当たり、学校用

教材は公衆送信することが禁止されています。

　授業目的公衆送信補償金制度は、学校設置者

（自治体等）が授業目的公衆送信補償金等管理

協会（ＳＡＲＴＲＡＳ・サートラス）へ補償金

を支払うことで授業の過程において著作物の公

衆送信（メールでの送信、映像での配信など）

を可能にする制度ですが、先述の通り権利者の

利益を不当に害することとなる場合は認められ

ないと定められています。そのため、学校用教

材は補償金を支払っていても、無断で公衆送信

することはできません。

　学校用教材の著作権について、原則となる考

え方は上記の通りですが、ここ最近では、複製

や公衆送信の形態も多様になってきており、学

校の状況・事情等に応じて、著作権者である教

材出版社等の判断により、柔軟な対応ができる

場合もありますので、教材出版社等にお問い合

わせください。

学校用教材と著作権学校用教材と著作権学校用教材と著作権学校用教材と著作権

❶
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学 校
TEL・FAX での

出版社への発注
伝票発行 納品 請求 集金 入金管理

～図書教材ネット、販売管理システムを
使用した業務の流れ～

学 校
「図書教材ネット」での

出版社への発注

販売管理システム

（「全販システム」）

【②自社での業務の流れ】

～従来の業務の流れ～

一括で管理ができるので、

業務の効率化が図れます！

(2) →８ページへ

▼クラウド型でのご提供

▼ご希望によりオプション機能を追加

▼低価格（月額１万円）でのご提供

▶各販売店のデータを定期的にバックアップ

▼ 販売店個別のデータベース設定によるセキュリ

ティの確保

【④運用方法】【③主な機能】

◎「図書教材ネット」で発注したデータの自動取

り込み

◎「図書教材ネット」以外のデータ生成

◎納品書、請求書、見積書を学校 / 学年 / 学級別

で発行

◎学校、学年、メーカー別での売上集計管理

◎請求書の明細単位（商品毎）による入金登録

◎外部システムで作成した発注データ、商品マス

タのインポート
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※１ 「図書教材ネット」 を使用して出版社へのデータ発注を行います。

※２ 「図書教材ネット」 以外の商品は当システムを使用して注文登録やＦＡＸ発注ができます。

【①システム概要】

　会員販売店向け販売管理システム　会員販売店向け販売管理システム

　　　　　　「全販システム」 のご紹介「全販システム」 のご紹介
業務の

効率化を支援

全図協では、日図協で運用しているＷｅｂ発注システム「図書教材ネット」と連動した会員販売

店向け販売管理システム「全販システム」を運用しています。

日常業務のＯＡ化、請求・入金・売上等の管理の効率化をご検討中の方は是非お試しください。

１

(1)
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発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

新
井
啓
美
・
宍
戸
亮
太　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

(3)

本番サイトやお試しサイトのお申し込みをご希

望 の 方 は、 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.

nit.or.jp） の「 会 員 の 方 へ 」（ パ ス ワ ー ド：

kagura6）⇒「販売店向け販売管理システム」か

らお手続きください。

お申し込み、お問い合わせはこちら

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
か
ら
三
年

目
の
新
学
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
日
図
協
の
加
盟
出
版
社
で
は
、
学

校
現
場
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
図
書
教

材
と
連
携
し
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を

増
や
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

加
盟
出
版
社
の
学
校
用
教
材
（
図
書
、
デ
ジ
タ
ル
）

を
活
用
す
る
と
、
学
力
の
定
着
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
端
末
利
活
用
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
い
う

こ
と
を
、
多
く
の
先
生
方
に
わ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、

加
盟
出
版
社
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
も
一
気
に
全
国
の
学

校
に
普
及
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
も
教
材
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
い
く

の
は
私
た
ち
だ
と
い
う
気
概
を
も
っ
て
、
今
年
の
新
学

期
商
戦
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
竜
）
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【お問合せ・お申込は】 
 

一一般般社社団団法法人人  全全国国図図書書教教材材協協議議会会  
〒162-0831 東京都新宿区横寺町 6４-２ 

Tel:03-3267-1041 Fax:03-3267-1047  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

給給
付付((

保保
障障
））内内
容容  

  給給付付金金  11口口  22口口  

死 亡 保 険 金 200万円 400万円 

災害死亡保険金 400万円 800万円 

災害入院給付金 
(1日あたり) 

 3,000円  6,000円 

障 害 給 付 金 140万～20万円 280万～40万円 

月月
掛掛
金金  

15才～45才 1,000円 2,000円 

46才～55才 1,600円 3,200円 

56才～65才 2,500円 5,000円 

66才～70才 3,500円 7,000円 

２０２１年度の配当金 
制制度度のの特特色色  

＜お問い合わせ先＞

一般社団法人全国図書教材協議会

TEL 03-3267-1041

担当：宍戸（shishido@nit.or.jp）

　　杉田（sugita@nit.or.jp）

説明会や実演会等をご希望

の会員販売店、協会がござ

いましたら事務局までお問

い合わせください。

＜新学期に向けた主なシステム改修＞＜新学期に向けた主なシステム改修＞

　一度の操作で複数の請求書を学年毎または

クラス毎に統合することが可能に！ 学期末

や年度末の請求書作成業務を効率化！

複数の請求書の統合機能

　作成済みの一枚の請求書を複数枚に分け

る作業が軽減！ 煩雑な請求書の再作成がス

ムーズに！

請求書のコピー機能

　10 月からスタートするインボイス制度へ

の対応として、適格請求書への請求書のレイ

アウト変更や登録番号設定機能を追加改修す

る予定です。

インボイス制度への対応（新学期明け改

修予定）

＝都道府県協会　会員だより＝

☆代表者・商号・住所変更のあった会員☆

<代表者変更 >

　東京都（小学）･･･ ㈲雅楽教材社（墨田区）

　　　　　　　　　新代表・岩下善人

　愛媛県 ･･･ ㈲近藤教材（今治市）

　　　　　　新代表・近藤昌史

　愛媛県 ･･･ ㈱松山堂書店（松山市）

　　　　　　新代表・光永知正

〔お問い合わせ・お申し込み〕〔お問い合わせ・お申し込み〕
全図協事務局まで（TEL 03-3267-1041）


